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日差しのぬくもりに春の気配が感じられ
る季節となりました。子どもたちの笑顔に
も、どこか軽やかな変化が見える３月。卒
業や進級を迎える節目の月でもあり、一人
ひとりの成長を、職員一同うれしく感じて
おります。
日頃より、児童入所施設の運営に温かい

ご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上
げます。皆さまのお力添えがあってこそ、
子どもたちが安心して過ごせる環境を守り
続けることができています。今後とも変わ
らぬご支援をお願い申し上げます。
さて、最近の施設の様子ですが、小学校を
卒業した子どもたちは、新しい制服に身を
包み、キラキラとした笑顔で卒業式へ向か
いました。開所したばかりの頃、すたーと
（児童発達支援）で過ごしていた子どもた
ちが、今では立派に制服を着るようになり、
時の流れの早さと成長の喜びを改めて感じ
ています。
中学部を卒業した子どもたちは受験を乗
り越え、高等部へ進学します。高等部を卒
業した子どもは就職し、グループホームで
の新しい生活をスタートさせます。それぞ
れが自分の道を歩み始める姿は、私たちに
とって何よりの喜びです。
障害児入所施設は、原則として18歳まで

のお子様が利用できる施設です。高校卒業
の時期を迎える際に、より多くの選択肢を
持てるよう、これからも一人ひとりの未来
を見据えた支援に丁寧に向き合っていきた
いと考えています。
新年度も新たな気持ちで、子どもたちも

職員も「楽しむこと」を大切にしながら、
事業運営に取り組んでまいります。これか
らも温かく見守っていただければ幸いです。
新年度もどうぞよろしくお願いいたします。

福祉型児童入所施設
施設長 引田紘介
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児童発達支援事業所すたーとは、令和元年７月１日の開所以来、地域
の皆様に支えていただきながら運営を続けてまいりましたが、令和８年
３月３１日をもちまして事業を終了することとなりました。
開所当初は利用者も少なく、１人、２人と静かな日々が続いたことを
懐かしく思い出します。その後は児童入所施設の未就学児童の皆さんと
一緒に活動する機会も増え、地域の方々にもすたーとの存在を知ってい
ただき、少しずつ賑やかな場所になっていきました。
６年９か月の間に、１９名のお子様がすたーとに通所してくださいま
した。関わらせていただいた期間はそれぞれ異なりますが、どのお子様
との時間も濃く、かけがえのない思い出です。職員一同、利用してくだ
さった全てのお子様に、我が子のような愛情とたくさんの思い出があり
ます。またどこかでお会いできる日を楽しみにしております。
長いようであっという間だった６年９か月、たくさんの出会いと、大
切な幼児期に関わらせていただいたことに心より感謝申し上げます。至
らない点も多く、ご迷惑をおかけしたこともあったかと思いますが、数
ある児童発達支援事業所の中からすたーとを選び、ご利用いただきまし
たこと、深く御礼申し上げます。
本当にありがとうございました。

児童発達支援事業所 すたーと
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3月18日、お別れ会を開催しました。みんなで貼り絵の「子どもの樹」を
作り、午後はケーキ作りに挑戦。職員はしんみりする場面もありました
が、子どもたちは笑顔で元気に楽しんでいました。
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初詣
新年を迎え、みんなで近くの八幡神社へ

参拝に出かけました。
境内では、学園とは違う厳かな雰囲気を

感じながら、5円玉を賽銭箱に入れ、参拝
経験のある子も初めてで少し戸惑う子も、
それぞれの願いを胸に手を合わせてお祈
りしました。
「今年も良い一年になりますように」
「健やかに大きくなりますように」

そんな思いが静かに広がる、穏やかな時
間となりました。

児童入所施設

園外活動
冬の園外活動として8グループに分かれ

て外出を行いました。各グループで「どこ
へ行きたいか」「何をしたいか」を話し合
い、自分たちで計画を立てて出かけまし
た。買い物をして好きなおもちゃを選んだ
り、好きなものを食べたり、水族館や遊園
地に出かけたりと、それぞれ個性あふれる
外出となりました。
水族館に行ったグループでは、イルカ

ショーの前列に座って水しぶきを浴びるハ
プニングもあり、ボウリングに行ったグ
ループでは、まさかの貸し切りで利用でき
ず、急きょ別のボウリング場へ移動すると
いう出来事もありました。トラブルも喜び
も含め、思い出いっぱいの冬の園外活動
となりました。

卒業式
小学部3名、中学部2名、高等部1名の計6名が卒業を

迎えました。
その中で、小学部の卒業式では、筑峯学園を代表して「

在校生の言葉」「卒業生の言葉」を担当した児童がいまし
た。児童生徒会で選ばれ、みんなの代表として毎日練習
を重ね、本番では堂々と登壇。丁寧に気持ちを込めて言
葉を届けてくれました。（聞いていた職員は思わず大号
泣でした）
来年度からは新たな環境で学びを深め、さらに成長し

ていく姿を楽しみにしています。



第51回衆議院議員総選挙

今回の衆議院議員総選挙は急遽決定され、投票日までの期間も短い選挙となりました。
そのため、つくば市が含まれる茨城第6区の立候補者情報が公開され次第、各候補者や
政党の公約を調べ、利用者の皆さんに分かりやすくするところから準備を始めました。し
かし時間が限られていたため、情報の整理には苦労しました。
その後、利用者の皆さんと一緒に投票の方法を確認し、投票したい候補者や政党名を書

く練習や自分で書けなくても意思を伝える練習も行いました。投票は混雑を避けるため
期日前投票で、時間はかかりながらも、全員無事に投票を終えることができました。
今後も利用者の皆さんが自分の権利を適切に行使できるよう、このような機会には積

極的に参加できる支援を続けていきます。

ほっとハウス

鬼もビックリ！いろんな恵方巻

今年も恒例の節分行事を行いました。今回は恵方巻作りとお汁粉作りに挑戦し、みんな
で楽しく美味しい時間を過ごしました。毎年取り組んでいることもあり、巻きすを使った
巻き寿司作りはすっかりお手のもの。好きな具材をたっぷり入れた“極太巻き”や、こだわ
りの“具材一点集中巻き”など、個性豊かな恵方巻が完成しました。
食後には年男による豆まきも実施し、今年の厄を払い福を呼び込んで、皆の健康を祈願
しました。日本の伝統行事に触れることで季節を感じられ、職員・利用者さんともに生活
の充実につながる良い活動となりました。

地域連携推進会議を開催いたしました

3月12日（木） 10:30～12:00に地域連携推進会議を開催しました。

本会議は、日頃から温かく見守ってくださっている地域の皆様や関係
機関の方々に、「ほっとハウス」の運営状況をご報告するとともに、地域
との交流や連携をより一層深めることを目的として開催しているもので
す。
当日は、平沢地区の副区長様をはじめ、つくば市障害福祉課地域支援

室の職員様、他法人のグループホームでサービス管理責任者を務められ
ている方、そして保護者の皆様や実際の利用者様にもご出席いただき、
施設と地域が共生していくための幅広い視点から貴重なご意見を交わ
すことができました。
会議では、日々の支援内容や安全管理体制について詳しくご報告させ

ていただいた後、実際に事業所内をご見学いただきました。その後の意
見交換の場では、見学を通しての感想や、利用者様が地域の中でより安
心して暮らしていくためのアドバイスなど、活発で前向きな話し合いが
行われました。
地域の皆様や関係機関の方々から直接いただいた温かいお言葉や貴

重なご意見は、私ども職員にとって大変大きな励みとなっております。
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資源物回収

障害者支援センター未来平沢事業所では、2カ月に1回、平沢地区のご家庭を巡回し、

資源物の回収を行っています。職員と利用者が車両に乗り、庭先に出していただいた

新聞紙・段ボール・アルミ缶などを順番に集めていく活動です。

この取り組みは数十年前から続く、地域に根差した大切な活動です。顔なじみの方々

とは「元気だった」「最近どう？」といった近況を交わすこともあり、地域の皆さまに支

えられて続けてこられたのだと実感しています。同日には、集めた缶を利用者と職員

が協力して潰す作業も行い、事業所全体で取り組んでいます。

地域の皆さまが長年にわたり温かく見守り、協力してくださっているおかげで、私た

ちは地域の一員として活動を続けることができています。

これからも「地域の中の法人」として、皆さまに親しんでいただける存在であり続けら

れるよう、この活動を大切にしていきたいと思います。
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暑さ寒さも彼岸までと申します。春の
日差しも日に日に心地よくなってきま
すね。
今年度の給食で好評だったメニューを

紹介いたします。
「マツコの知らない学校給食の世界」

給食に人生を捧げた文京区の管理栄養
士松丸さんのジャンボ揚げ餃子「津
ギョーザ」です。私も松丸さんに感銘を
受け、これはぜひ作ってみないとと思
い実施しました。結果は大変好評で「ま
た作って」とたくさんの声を頂きました。
工程が多く大変ですが達成感も十分で
す。この気持ちを忘れず給食に向き
合っていきたいと思っております。

給食だより
～学校ならぬ学園給食の世界～

津ぎょうざ歴史

直径15センチの皮を使った大きな
揚げぎょうざ。
1985年ごろの小学校給食が発祥

の津市が誇るご当地グルメで、現在
も給食メニューの人気NO.1！現在
までに約６万人以上の津市民に食べ
られています。
1985年ごろ、津市教育委員会の

栄養士たちによって、子どもたちの
栄養・満足感を考えて作られた給食
用のメニューで、その日にひとつひ
とつ手作りで作られるため、給食調
理員がぎょうざを包む手間も考慮
し、直径１５センチという特注の大き
な皮を使ったことで、このインパクト
あるぎょうざが誕生しました。
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先日、障害者支援センター未来平沢事業所では、筑波大学芸術系の宮原先生と学生さ
んたちをお招きし「つくばほうき作りワークショップ」を開催しました。
大穂地区の伝統工芸である「つくばほうき」@houki.tsukuba
実はこれまで、ワークショップで使うための稲わらを筑峯学園から提供させていただく

中で、田植えや稲刈りを通した交流を深めてきました。
そして今回、ついに！私たちがほうき作りを体験する番がやってきました。
丁寧なご指導のもと、職員も利用者さんも夢中で作業。（職員一同、老眼と戦いながら

ワラの本数を数える工程はなかなかの修行でしたが…笑）無事に自分たちだけの「つく
ばほうき」を完成させることができました！
今後は「つくばほうき作りキット」と「つくほう米」のセット販売や、デザイン専攻の皆さ

んとの連携など、ワクワクする妄想（！）が膨らんでいます。
これからの展開に、どうぞご期待ください！
宮原先生、学生の皆さん、本当にありがとうございました。

【伝統をつなぐ、手仕事のじかん】
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